
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浜岡原子力発電所３号機 低圧タービンロータ伸び計の概要 

○低圧タービンロータ伸び計は、タービン・

発電機カップリング部（結合部）を挟むよう

に取り付けられた２台の検出器、位置変

換器、中央制御室の記録計で構成されて

います。 

○これまでの調査から、発電機側の伸び検

出器の故障またはケーブルの断線が原因

と考えられます。当該検出器の修理には、

タービンおよび原子炉の停止が必要で

す。 
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【タービンロータ伸び計概要図】 
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安定していた記録計指示が、 
警報点灯と同時に、振り切れ 
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